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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　拡大レンズ（６ａ）が備えられる帽子型仮想現実ディスプレー映像システムにおいて、
　帽子に備えられるひさし（２）の一部を開放して形成する映像窓（２ａ）；
　前記ひさし（２）の前面に挿脱溝（３ｇ）が備えられる装着ホール（４）；
　前記装着ホール（４）の内部に、表示面を前記帽子後方に向けて備えられ、仮想現実映
像を具現するために少なくともジャイロセンサーが含まれる薄膜構造の映像ディスプレー
（３ｂ）；
　前記映像ディスプレー（３ｂ）の映像を下方へ反射するように備えられる反射鏡（３）
；及び
　前記ひさし（２）の下部に前後方向に回転する構造であって、前記反射鏡（３）で反射
された前記映像ディスプレー（３ｂ）の映像の一部を使用者（１００）方向に更に反射し
、外部全景の光の一部を透過する、半透過反射鏡（３ｃ）または反射鏡（３）のうち一つ
を含む、ことを特徴とする帽子型仮想現実ディスプレー映像システム。
【請求項２】
　前記映像ディスプレー（３ｂ）の映像を下方へ反射する前記反射鏡（３）と、反射され
た前記映像ディスプレー（３ｂ）の映像の一部を更に反射する前記半透過反射鏡（３ｃ）
または前記反射鏡（３）のうち一つとの間の前記映像窓（２ａ）に、水平方向に接眼レン
ズ（６）を構成することを特徴とする、請求項１に記載の帽子型仮想現実ディスプレー映
像システム。
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【請求項３】
　前記装着ホール（４）構造の一方に備えられる望遠鏡または赤外線映像用のカメラ装置
（３ｊ）を含むことを特徴とする、請求項１または請求項２に記載の帽子型仮想現実ディ
スプレー映像システム。
【請求項４】
　前記ひさし（２）の構造がヘルメット、鉄帽、作業帽のいずれか一つの構造と、結合ま
たは分離することが可能に構成されることを特徴とする、請求項１ないし請求項３のいず
れか一項に記載の帽子型仮想現実ディスプレー映像システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ひさしのついた安全帽、作業帽、戦闘帽、スポーツ帽子など、ひさしのつい
た帽子に映像ディスプレー装置が構成されたものに係り、特に、ひさしを基準にして、ひ
さしの上下面に２Ｄ、３Ｄ映像システムとジャイロセンサーなどの位置追跡装置のセンサ
ー構造と半透明鏡の反射鏡構造を構成することで、２Ｄ、３Ｄ映像と仮想現実映像と外部
映像を同時に見られる帽子型ディスプレー映像システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　このような機器は、使用時に外部との遮断による安全問題が解決されなければならない
。
【０００３】
　医療専門家による、ＨＭＤの重心が目の前に傾くとき、首の骨に５倍以上の荷重が集中
されるとの事実は公知である。したがって、この重さを首の骨から分散させて首の骨に対
する荷重を減少しなければならない。
【０００４】
　既存のメガネ式で使われる仮想現実用ヘッドマウントなどのディスプレー方式は、観測
者の左、右視野を完全に遮断するので、機械作動、運転、移動、仮想現実画面の使用時に
使用しにくく、活用に限界がある。また、外部が観測されるとしても、相対的に映像画面
が持つ視野の制限によって画面がとても小さかった。
【０００５】
　また、メガネ式ディスプレー方式は、画面が非常に小さくて実用性に限界があった。メ
ガネ形態の片目型のディスプレー装置は、重さ、目とメガネレンズとの狭い間隔による視
野角制限のため、非常に小さい形態の画面として使用用途が極めて制限的である。特に、
ヘッドマウントディスプレー構造は、観測者の目の前に構成する構造であるので、重さ、
体積、外部視覚に対する遮断などが問題となって首のけがに対する恐れ等が大きく申し立
てられている。
【０００６】
　スマートフォンと呼ばれる携帯電話、タブレットＰＣを利用した様々なアプリケーショ
ンを通じて仮想現実交通案内、ゲームなどの多様な用途に使われているが、画面を凝視す
れば、周りの環境に対する視覚情報が制限されるので、安全上の問題が台頭されている。
【０００７】
　したがって、スマートフォン、映像ディスプレーなどを活用した仮想現実、仮想現実ゲ
ームなど、使用者が移動しながら使用可能であり、首のけがもなく、周りの外部視野も同
時に見られるディスプレー映像装置が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】ＵＳ２００２０１２８５４１Ａ１
【特許文献２】ＵＳ５,３４７,４００
【特許文献３】ＵＳ２００２０１２８５４１Ａ１
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【特許文献４】ＥＰ０７７２７９０Ｂ１
【特許文献５】ＫＲ１０－２０１４－０１９５１４０
【特許文献６】ＫＲ１０－２０１５－０００９８１１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　観測者が移動しながら仮想訓練などを行うためには、移動しながらコンピューター画面
などの観測が可能ではなければならない。つまり、映像ディスプレー画面と、必要に応じ
て移動場所の周りの情景を同時に観測できなければならず、提供される画面が観測者が動
く位置、頭が回転する回転方向の視覚と同じ方向へ動かなければならないし、両手は自由
ではなければならない。
【００１０】
　また、仮想現実の画面で実際の外部環境と映像情報を同時に観測することができてから
、活用性が高くなり、多様に活用できるようになる。
【００１１】
　また、既存のスマートフォンやタブレットＰＣのような薄膜構造を持つ個人用映像ディ
スプレー装置を活用できるように構成して経済性を高めることができる。
【００１２】
　本発明の目的は、上記のような問題を解決するディスプレー装置を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　図１ないし図１５で図示したように、ひさしのついた帽子のひさしと、ひさしの一面を
開放して形成する映像窓と、映像窓の上面に構成する装着ホールと、
　上記装着ホールの内部に備える映像ディスプレーと、上記映像窓の下面に構成し、四角
から入射する上記映像ディスプレー映像は反射し、正面から透過する外部映像は直進透過
する半透過反射鏡と、帽子またはひさし１及び映像ディスプレー３ｂの一方にＧＳＰ、ジ
ャイロ、加速度計、赤外線センサーのような位置追跡装置５を含んで構成することで、観
測者１００は上記半透過反射鏡３ｃで上記位置追跡装置５によって検出される映像ディス
プレー３ｂ映像と、上記半透過反射鏡３ｃで直進透過する外部情景を同時に観測すること
ができ、
　ひさし２の上面に構成された装着ホール４の一方に挿脱溝３ｇを構成して、ＧＳＰ、ジ
ャイロ、加速度計、赤外線センサーのような位置追跡装置５が結合されたスマートフォン
またはタブレットＰＣのような薄膜構造の映像ディスプレー３ｂを挿脱することができ、
一方で映像ディスプレー３ｂ構造が小型プロジェクター３ｅと上記小型プロジェクター３
ｅの前面に備えられる映写用反射スクリーン３ｆで構成し、
　装着ホール４構造の一方に備えられる望遠鏡または赤外線映像用のようなカメラ装置３
ｊを含むことができるし、ひさし２の構造がヘルメット、鉄帽、作業帽などの既存の帽子
と結合及び分離するように、着脱構造で構成する方法を提示する。
【発明の効果】
【００１４】
　このような本発明は、図１ないし図１５のように、ひさしのついた帽子、またはひさし
２の上面に備えられた装着ホール４上端部の小型映像ディスプレー３ｂの映像は、ひさし
２の下部へ反射してひさし２下部の反射鏡３または半透過反射鏡３ｃによって観測者の目
に反射する。
【００１５】
　観測者は、半透過反射鏡３で反射する映像、または反射鏡３ｃで反射されるひさし２上
端部のモニターから表れるコンピューター映像と、半透過反射鏡３ｃを透過して見える外
部全景を同時に視聴するようになる。
【００１６】
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　また、ひさし２上端部の映像ディスプレー３ｂの映像は、接眼レンズ６が近距離にある
モニター映像と観測者１００の焦点距離を調整することで、近距離映像ディスプレー３ｂ
のモニター映像を鮮明に視聴できるようにする。
【００１７】
　したがって、観測者１００は映像ディスプレー３ｂの映像と外部環境を同時に観測する
ようになるので、コンピューター映像を見ながらも移動が可能になる。
【００１８】
　このような構造は、帽子自体に映像ディスプレー３ｂ構造が構成されることで、観測者
１００が本発明を使用する時は、ＧＰＳのような位置追跡信号に応じて動く方向に映像デ
ィスプレー３ｂの位置と方向も同時に動くようになる。
【００１９】
　より詳しく説明すれば、ＧＰＳのような位置追跡信号とは、帽子構造の一方に、公知さ
れた位置信号追跡、すなわち、ジャイロ、加速度計、空間位置を判断する赤外線センサー
など、公知されている多様な位置追跡装置を使うことで、その位置追跡信号に応じて使用
者が動く方向に映像ディスプレー３ｂの位置と方向も同時に動くようになる。
【００２０】
　また、このような本発明は、画面を凝視すると周りの環境に対する視覚情報が制限され
るので、安全上の問題の台頭される問題が解決される。
【００２１】
　また、仮想現実、仮想現実ゲームなどは、使用者が移動しながら使用することが可能で
、従来ヘッドマウントディスプレー(ＨＭＤ)が首に荷重を与えることを、帽子という構造
で荷重を分散し、首のけがの恐れも解消する。
【００２２】
　ひさしがついたことを特徴とする帽子構造の本発明は、両手を全く使わない自由状態で
、観測者の視覚、動く方向、動く状態そのままで、同時に映像ディスプレーが動くように
なるので、仮想現実、運転時のナビゲーションなどにそのまま適用することができる。
【００２３】
　また、本発明の構造に各個人が使っているスマートフォンやタブレットＰＣなどを挿脱
して使うことができるので、活用性と経済性が倍になる。
【００２４】
　上記構造に上記装着ホール４の内部または外部のいずれか一方に、赤外線などのカメラ
装置３ｊを備えて、これを装着ホール４内部に備えられる映像ディスプレー３ｂと連係し
、
　観測者１００は、半透過反射鏡３ｃで反射される赤外線などの映像ディスプレー３ｂ映
像と、半透過反射鏡３ｃを透過して見える外部全景を同時に観測することができるので、
同じ視覚方向の位置の闇の中、または霧の中の物体と位置を把握できるようになるし、Ｇ
ＳＰなどの位置追跡装置と連係することで、使用者の頭が前後、左右、上下に動くことに
よって画面に変化を与えることができるので、その活用度が拡大される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明が構成された外形図。
【図２】本発明の構造断面図及び使用時の説明図。
【図３】本発明がスマートフォンまたはタブレットＰＣなどを装着して使用する時の説明
図。
【図４】本発明の応用実施例１。
【図５】本発明の実施例２。
【図６】立体映像ディスプレーの構成説明図。
【図７】小型プロジェクターと球面スクリーンによって構成された映像ディスプレー実施
の構成説明図。
【図８】図７の光学構造説明図。
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【図９】図７の構造を立体映像構造で構成する時の説明図。
【図１０】図９の構造の中で立体光学構造の説明図。
【図１１】赤外線、映像カメラの適用時の構成説明図。
【図１２】視覚を基準にして最短視聴距離が確保された実施例１の説明図。
【図１３】視覚を基準にして最短視聴距離が確保された実施例２の説明図。
【図１４】視覚を基準にして最短視聴距離が確保された実施例３の説明図。
【図１５】視覚を基準にして最短視聴距離が確保された実施例４の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明は、ひさしがついた帽子１、または既存帽子と結合できる構造のひさし２に映像
ディスプレー３ｂ装置を構成することを特徴とする。
【００２７】
　図１は本発明が実施された実例で、図２は図１の構成図である。
　ひさし２がついた帽子１の構造において、ひさし２の上端部に装着ホール４を構成し、
装着ホール４の内部上端にＬＣＤのような映像ディスプレー３ｂを備え、上記装着ホール
４の下部と連接したひさし２部位を開放して、上記映像ディスプレー３ｂの映像を観測で
きる映像窓２ａを形成する。
【００２８】
　上記映像窓２ａの下部と観測者１００の視野が交差するひさし２位置に反射鏡３を回転
する構造で構成し、使用時は四角に固定されるように構成する。
【００２９】
　ひさしのついた帽子１またはひさし２の一方にはＧＰＳ、ジャイロセンサー、加速度セ
ンサーのような位置追跡装置５を結合し、ひさしのついた帽子１またはひさし２の一方に
は映像ディスプレー３ｂと連結されるジャック８ａを備えて、外部にスマートフォンまた
は小型コンピューター８と連結する。
【００３０】
　このように、本発明の構造は、スマートフォンまたは小型コンピューター８の映像信号
は、ひさし２上面の装着ホール４内部の上端に備えられた映像ディスプレー３ｂに表れ、
このような映像は、再び装着ホール４内部の下端映像窓２ａの位置に備えられた接眼レン
ズ６によって拡大され、その下部反射鏡３によって観測者１００の目に見えるようになる
。
【００３１】
　このような反射鏡３構造は、必要に応じて１０％－９０％は透過し、９０％－１０％は
反射する、つまり、一部は反射して一部は透過する半透過反射鏡３ｃに代わって構成する
ことができる。
【００３２】
　透過率が１０％であれば反射率は９０％になり、反射率が９０％であれば透過率は１０
％になる。
【００３３】
　反射率が９０％以上であれば一般の鏡に近い機能となり、透過率が９０％以上になると
反射率が１０％未満なので反射作用が微々たるものになる。
【００３４】
　したがって、透過率９０％－１０％、または反射率１０％－９０％の間で限定はしない
が、その用途によって５０％反射、５０％透過を基準にして加減して使用する。
【００３５】
　すなわち、本発明において、半透過反射鏡３ｃは、凹球面型、平面形、曲面型など、如
何なる形態の半透明鏡も同じ半透過反射鏡３ｃに含まれる。
【００３６】
　本発明において、半透過反射鏡３ｃの説明は、透過率５０％、反射率５０％を基準にし
て説明するが、これに限定しない。
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【００３７】
　従来機器は、視野を完全に遮断する構造であるため、観測者１００の移動を制限し、な
お、観測者１００は多くの危険に露出することになる。
【００３８】
　しかし、本発明のように反射鏡３位置に半透過反射鏡３ｃを使用する時は、装着ホール
４内部の上端で半透過反射鏡３ｃで反射する映像と、半透過反射鏡３ｃで透過される外部
映像を同時に観測することになるので、仮想現実ゲーム、交通情報利用時、または移動時
の道路と周りの状況などを同時に観測することができる特徴を持つようになる。
【００３９】
　また、上記反射鏡３の代りに球面型半透過反射鏡３ｄに代替して構成する時は、上記半
透過反射鏡３ｃのような作用效果を得ると同時に、映像ディスプレー３ｂの映像を球面の
表面で反射拡大される效果がある。
【００４０】
　本発明は、必要に応じて上記映像窓２ａ位置の接眼レンズ６は削除構成することができ
る。このような接眼レンズは、使用者１００の焦点距離を調整することができ、視野角を
拡大する效果がある。
【００４１】
　このような接眼レンズ６ａは、人の平均最短視聴距離である通常２５ｃｍ以内の最近接
距離は、瞳孔の焦点距離が合わないため、映像をまともに視聴することができない。
【００４２】
　よって、接眼レンズ６の位置を調整して反射鏡３及び半透過反射鏡３ｃで反射される映
像ディスプレー３ｂ映像を観測することができる。
【００４３】
　このように、接眼レンズ６の構成位置は限定せずに、必要に応じて映像ディスプレー３
ｂ前端、または半透過反射鏡３ｃなど、その位置を必要な位置に構成するか削除構成する
ことができる。
【００４４】
　このような本発明は、帽子１の一面またはひさし２の一部にＧＰＳのような位置追跡装
置５を取り付ける。この場合、映像ディスプレー３ｂ映像を見ながら移動する時、その位
置情報によって住所探し、位置探しなどの映像情報提供が可能となる。
【００４５】
　また、本発明で実施されたあらゆるひさし２またはひさし２のついた帽子１の一方、ま
たはスマートフォンや小型モニターにＧＰＳ、赤外線感知装置、ジャイロ、加速度計など
、その他の全ての位置変化、位置移動、位置方向に対する情報をコンピューター(未表示)
、または映像ディスプレー３ｄに入力し、それに応じて上下左右に変化する仮想現実映像
情報を提供することができる。
【００４６】
　本発明で使われる帽子１の形態は、ひさしのついた帽子またはひさし２の構造が一般の
帽子と結合することができるひさし２構造であって、ヘルメット、スポーツ帽子、バンド
型帽子など、あらゆる帽子に同じ論理で適用される。
【００４７】
　すなわち、図２、図３、図４、図５、図７、図９、図１１、図１２、図１３、図１４、
図１５のように、バンド構造の帽子１は、軍人が使用する戦闘帽子、作業場で使う安全帽
、スポーツ帽子など、帽子の形態及び用途は制限しないが、発明は帽子１のひさし２の上
下面に映像装置が備えられる構造である。
【００４８】
　図３及び図４は同じ構造である。すなわち、映像ディスプレー３ｄの代わりにジャイロ
センサー、位置センサー、ＧＳＰセンサーなどが結合しているスマートフォンまたは小型
タブレットＰＣなどを入れ替えて使うことができる構造である。
【００４９】
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　すなわち、図１及び図２構造にスマートフォンや小型タブレットＰＣのような平面映像
装置を装着及び分離することができる挿脱溝３ｇを装着ホール４の上端に水平方向に備え
る。
【００５０】
　上記挿脱溝３ｇにスマートフォンのような薄膜の平面映像装置を挿入する時は、上記図
２のような作用をする。
【００５１】
　図４は挿脱溝３ｇの構造を装着ホール４の後端部に垂直方向に構成してスマートフォン
のような薄膜の平面映像装置を垂直に立てて装着する構造である。
【００５２】
　このような構成の平面映像は、その前面に四角で構成された反射鏡３によって下部へ反
射され、接眼レンズ６及び反射鏡３及び半透過反射鏡３ｃ、または球面型半透過反射鏡３
ｄで観測者１００の目に反射するようになる。
【００５３】
　上記反射鏡３、半透過反射鏡３ｃ、球面型半透過反射鏡３ｄは、いずれも同じ反射鏡構
造であるが、択一して目的及び用途に応じて選択して使うことができる。
【００５４】
　したがって、反射鏡３、半透過反射鏡３ｃ、球面型半透過反射鏡３ｄは同じ概念である
。但し、反射鏡３で構成する時は、必要に応じて使用者の視野角を開放しなければならな
いので、反射鏡３の構造を上下方向に回転する構造として構成し、映像観測の時は反射鏡
３を回転して四角に固定使用し、使わない時は視野を確保するために反射鏡３を折ってひ
さし２に折り畳む。
【００５５】
　半透過反射鏡３ｃと球面型半透過反射鏡３ｄも同じな論理で構成することができる。
【００５６】
　図５は、上記図２、図３、図４のように、ひさし２の上下面に映像ディスプレーを備え
る構造と同様の構造である。ただし、帽子１の構造だけがバンド型の簡便な構造で、この
ような構造は、既存の安全帽、ヘルメット、軍事用鉄帽などに結合して使用、または分離
することができる。
【００５７】
　このような上記帽子構造は、本発明のすべての構造に適用することができる。
【００５８】
　上記のような図２、図３、図４、図５の映像ディスプレー３ｂ構造は、表面にレンチキ
ュラー構造またはバリアタイプなど、無眼鏡で立体映像を見られる映像モニターに代替し
て構成することができ、この場合、立体映像を観測することができる。
【００５９】
　図６は、上記図２、図３、図４、図５、図７、図９、図１２、図１３、図１４、図１５
の映像ディスプレー３ｂ構造を偏光立体画面に構成する立体映像ディスプレー構造に関す
る。
【００６０】
　このような構造は、それぞれ立体映像のための左眼用映像と右眼用映像をそれぞれ入力
されて現出する左右２個の映像ディスプレー３ｂを備え、その下端にそれぞれ左右対称角
度の偏光角を有する偏光フィルム３ｈを左右に備え、その下部の左右に接眼レンズ６を備
えた後、ひさし２、下部に反射鏡３または半透過反射鏡３ｃで構成する。
【００６１】
　上記反射鏡３の前面に左右対称角度の偏光角を有する偏光メガネを備える。
【００６２】
　このような本発明の構造は、図６のように、それぞれ左右眼用映像(Ｒ、Ｌ)は左右偏光
板３ｈによって偏光され、接眼レンズ６によって拡大された後で反射鏡３または半透過反
射鏡３ｃで反射された後、それぞれ偏光メガネ３ｉの左右偏光板によって左眼用映像Ｌは
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観測者１００の左側の目に、右眼用映像Ｒは観測者１００の右側の目に見えるようになる
ことで、立体観測が可能になる。
【００６３】
　この場合、球面鏡３ｄが球面反射構造の半透過反射鏡３ｃである場合は、拡大された立
体映像と、半透過反射鏡３ｃから透過される外部全景を同時に観測することができる。
【００６４】
　図７は、映像ディスプレー構造をマイクロ小型プロジェクター３ｅと映写用反射スクリ
ーンと球面型半透過反射鏡３ｄで構成したものである。
【００６５】
　図７のように、ひさし２の上面に装着ホール４を備え、装着ホール４の底面であるひさ
し２部位は映像窓２ａを構成し、装着ホール４の前端に小型プロジェクター３ｅを構成し
、その前端に高反射率の映写用反射スクリーン３ｆを備える。
【００６６】
　上記映写用反射スクリーン３ｆの前面、すなわち、ひさし２の下面に球面型半透過反射
鏡３ｄを構成し、映写用反射スクリーン３ｆの下部位置に必要に応じて接眼レンズ６を備
える。
【００６７】
　このような図７の構造は、図８のように映写用反射スクリーン３ｆの球面曲率が有する
焦点距離が小型プロジェクター３ｅが持つ投射距離Ａと同じ距離で構成し、球面型半透過
反射鏡３ｄの球面曲率が持つ焦点距離Ｂの位置に映写用反射スクリーン３ｆが位置するよ
うに構成する。
【００６８】
　このような本発明の構造は、映写用反射スクリーン３ｆの焦点距離位置にある小型プロ
ジェクター３ｅの映像を直進反射することで、映写用反射スクリーン３ｆの表面反射率が
高い反射率を有してもホットスポットがない映像を得られるし、よって、スクリーン表面
に高い反射率８０％を有する表面を形成することができるので、１％の反射率を有する一
般スクリーンに比べて８０倍まで明るい映像を得られる。
【００６９】
　また、球面型半透過反射鏡３ｄはその焦点距離に位置した映写用反射スクリーン３ｆの
映像を拡大することで、球面で２倍以上の明るい映像を提供すると同時に、外部情景を透
過観測させることで、映写用反射スクリーン３ｆの映像と外部情景を同時に観測する。
【００７０】
　このような図７と図８の構造は、図９と図１０のように、偏光立体映像を観測できる構
造で構成することができる。
【００７１】
　すなわち、ひさし２の上面部に装着ホール４を構成し、その下部は開放して映像窓２ａ
を形成し、上記装着ホールの上端部前面に小型プロジェクター３ｅを左右に２台備えて小
型プロジェクター３ｅの前面にそれぞれ偏光板３ｈを左右対称偏光角度で構成し、その前
面に映写用反射スクリーン３ｆを構成する。
【００７２】
　上記映写用反射スクリーン３ｆの前面のひさし２の下面部に球面型半透過反射鏡３ｄを
構成し、観測者１００は前面に偏光メガネ３ｉを備える。
【００７３】
　このような本発明は、立体映像用の左右眼用映像を各左右プロジェクター３ｅから左右
偏光板３ｈを透過して映像用反射スクリーン３ｆに結像し、映像用反射スクリーン３ｆで
結像された映像は、球面型半透過反射鏡３ｄで拡大反射された後、偏光メガネ３ｉから左
右眼用映像を観測者１００の各左右眼に分離観測させることで、立体映像の観測が可能に
なる。
【００７４】
　勿論、この場合も球面型半透過反射鏡３ｄの立体映像と外部全景を同時に観測すること
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ができる。
【００７５】
　図２、図３、図４、図５、図７、図９、図１１、図１２、図１３、図１４、図１５の構
造は、いずれも同じ論理で適用される。但し、軍事用鉄帽、安全帽など、既存の帽子の上
に本発明のひさし２の構造を結合することができる構造である。
【００７６】
　図１１の構造は、装着ホール４部位に備えられた望遠鏡レンズで遠距離を観測すること
ができるし、望遠カメラまたは赤外線センサーが結合された赤外線カメラ３ｊも同じ方法
で構成することができる。
【００７７】
　このような望遠カメラ及び赤外線カメラの構造は、そのままカメラとして使うことがで
きる。
【００７８】
　望遠鏡構造のカメラと赤外線カメラ３ｊ構造は、スポーツ中継、観光地、演劇公演に有
用で、赤外線カメラ３ｊ構造は霧の中、道路の霧の中、道路走行時、照明がない洞窟、山
奥の探索または夜間戦闘などに有用であって、図１１のように鉄帽、ヘルメットなどの既
存帽子に結合して使うことができる。
【００７９】
　望遠鏡カメラ構造及び赤外線カメラ３ｊの遠距離映像または霧の中や闇の中で、望遠鏡
カメラレンズ及び赤外線カメラレンズ３ｊによって映像を撮影し、映像ディスプレー３ｂ
によって可視化されるし、ひさし２の下面に四角で構成された半透過反射鏡３ｃによって
反射されて観測者１００が観測するようになる。
【００８０】
　このような半透過反射鏡３ｃは、望遠鏡映像または赤外線映像と透過される外部環境を
同時に観測することができるので、運動場でスポーツ観覧、観光地での遠距離映像、霧の
中の運転時、または夜間戦闘時に非常に有用に使われる。
【００８１】
　また、既存の鉄帽、安全帽などに簡単に結合して使い、分離保管することができる長所
がある。
【００８２】
　このような構造は、図７の映像ディスプレー部門を小型プロジェクター３ｅ、映写用反
射スクリーン３ｆ、球面型半透過反射鏡３ｄに望遠鏡カメラまたは赤外線カメラ３ｊに代
わって構成することができる。
【００８３】
　このような本発明は、帽子１の一面にはＧＰＳのような位置追跡装置５を備え、必要に
応じてスピーカー７を備えることができる。
【００８４】
　このような本発明の構造は、外部のタブレットＰＣまたはコンピューターの機能がつい
たスマートフォンなどの携帯機器などの小型コンピューターと連結する。
【００８５】
　このような本発明は、上記小型コンピューターの映像は映像ディスプレー３ｂに表れ、
このような映像は反射鏡３または半透過反射鏡３ｃで反射され、観測者１００が観測する
ようになる。
【００８６】
　このような構造は、帽子１の一方に取り付けられた位置追跡装置によって、観測者１０
０が移動する時、その位置による映像情報の変化を提供することができる。
【００８７】
　図１２は帽子１前面のひさし２の上面部で装着溝４を垂直に構成し、帽子１上面部に９
０゜直角で帽子１の後端部まで装着溝４を備える。
【００８８】
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　このような装着溝４の後端部に薄膜構造のスマートフォンまたは小型タブレットＰＣを
挿入または分離できる挿脱溝３ｇを構成したり、または立体モニター３ａや映像ディスプ
レー３ｂを備えることができる。
【００８９】
　また、装着溝４の内部、すなわち、ひさし２の上面部で帽子１の上部が９０゜折れる部
分に４５゜四角で反射鏡３を備える。
【００９０】
　上記反射鏡３下部の適正位置には、必要に応じて拡大レンズ６ａを備えることができる
。拡大レンズ６ａの位置は、使用者１００の視力に応じてその位置を上下調整することが
できる。
【００９１】
　上記ひさし２の下部、すなわち、映像窓２ａの下部に使用者１００の視野が交差する位
置に反射鏡３または半透過反射鏡３ｃ、球面型反射鏡３ｄのうちの一つを択一して構成す
ることができる。
【００９２】
　このような本発明の構造は、装着溝４の上面部において、映像ディスプレー３ｂから反
射鏡３までの距離Ａから、反射鏡３から下部反射鏡３までの距離Ｂを足して約２５～３０
ｃｍの距離となる。このような距離は、接眼レンズなしに映像視聴が可能となる。
【００９３】
　したがって、最短視聴距離を上記Ａ＋Ｂで確保するので、別途の接眼レンズがなくても
、使用者は下部の反射鏡３を通して上部反射鏡３から装着ホール４の後端部の映像ディス
プレー３ｂや挿脱溝３ｇに挿入されるスマートフォンなどの映像をそのまま観測すること
ができる。
【００９４】
　また、ひさし２の下部の半透過反射鏡３ｃまたは球面型半透過反射鏡３ｄの使用時、上
記半透過反射鏡３ｃで反射される映像ディスプレー３ｂの映像と、半透過反射鏡３ｃで直
進透過される外部全景を同時に視聴することが可能である。
【００９５】
　図１３は、上記図１２のような論理で、ひさし２の上面部に装着ホール４を備え、その
前面、すなわち、ひさし２が形成された映像窓２ａの上面部に四角で反射鏡３を備え、そ
の前面、すなわち、装着ホール４の後端部にスマートフォンまたは小型タブレットＰＣを
装着及び分離できるようにして映像ディスプレー３ｂを備える。
【００９６】
　ひさし２前面の映像窓２ａの下面には、四角で反射鏡３または半透過反射鏡３ｃや球面
型半透過反射鏡３ｄのうち、一つを選択して構成する。
【００９７】
　このような本発明は、観測者の目１０からひさし２下部の反射鏡３までの距離Ｃと、上
記反射鏡３からひさし２上部の反射鏡３までの距離Ｂと、上記ひさし２上部の反射鏡３か
ら装着ホール４後端部の映像ディスプレー３ｂまでの距離Ａを足したＡ＋Ｂ＋Ｃの距離に
よって、使用者１００の最短視聴距離２５ｃｍ以上を確保することができるので、使用者
は別途の接眼レンズがなくても映像ディスプレー３ｂの映像を観測することができる。
【００９８】
　図１４と図１５のように、ひさし２の上面部に構成した装着ホール４の前面に映像ディ
スプレー３ｂまたはスマートフォンのような外部薄膜構造の小型映像ディスプレー３ｂを
挿脱することのできる挿脱溝３ｇを形成し、映像ディスプレー３ｂの前面に反射鏡３を下
向きで反射するように四角に構成し、ひさし２下面部の前面に前後方向に回転する反射鏡
３、半透過反射鏡３ｃ、球面型半透過反射鏡３ｄのうちの一つを択一して構成する。
【００９９】
　図１４と図１５の場合、スマートフォンやタブレットＰＣなどに取り付けられた３Ｄセ
ンサー、カメラ装置、赤外線撮影装置、望遠鏡装置などの装置によってカメラレンズを装
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着ホール４の前面に向けて撮影できるように構成する。
【０１００】
　このような本発明の実施形態は、ひさし２上面部の挿脱溝３ｇに映像ディスプレー３ｂ
を備えたり、挿脱溝３ｇを通してスマートフォンなどの映像ディスプレーを挿入すると、
その映像は前面に反射鏡３ｃが映像窓２ａを通してひさし２下部の反射鏡または半透過反
射鏡３ｃに反射されて観測者１００の目に見えるようになると、観測者は反射鏡３を通し
て映像ディスプレー映像を半透過反射鏡３ｄなどを通して外部映像と映像ディスプレー映
像を同時に視聴することができる。
【０１０１】
　また、このような本実施形態の構造は、映像ディスプレー３ａ、３ｂと反射鏡３の間隔
Ａと、反射鏡３と半透過反射鏡３ｄの間隔Ｂの距離分離隔されて観測されることで、別途
の接眼レンズなくても視聴が可能になる。
【０１０２】
　したがって、このような本発明の構造の特徴は、図２、図３、図４、図５、図７、図９
、 図１１、図１２、図１３、図１４、図１５のように映像ディスプレー装置が備えられ
た帽子１において、
　前面にひさし２の構造がある帽子１を基本構造にして、
　上記ひさし２の上面に装着ホール４を備え、
　上記装着ホール４の一方に映像ディスプレー３ｂを備えた後、
　上記ひさし２の一面に映像窓２ａを構成し、
　上記映像窓２ａの上面に四角で反射鏡３を構成する。
【０１０３】
　また、上記反射鏡３の前面、つまり、ひさし２の前端部に映像ディスプレー３ｂを備え
、
　上記映像窓２ａの下面に反射鏡３ａまたは半透過反射鏡３ｄ、球面半透過反射鏡３ｃの
いずれか一つで構成する。
【０１０４】
　このような構成は、映像ディスプレー３ｂの位置に挿脱溝３ｇを備え、スマートフォン
またはタブレットＰＣなどに代わって挿脱することができる。
【０１０５】
　このような構成は、上記ひさしの上端に備えられた映像ディスプレーなんどの映像は、
その前面に反射鏡から下向きに四角で反射されるし、これはまた、ひさし２下部の反射鏡
３ａまたは半透過反射鏡３ｄ、球面型半透過反射鏡３ｃのいずれか一つの反射鏡構造で反
射されて観測者１００の目に見えるようになる。
【０１０６】
　このような図２、図３、図４、図５、図７、図９、図１１、図１２、図１３、図１４と
図１５の構造は、既存の作業帽、鉄帽、ヘルメットなどにそのまま使うことができるし、
図６の構造にも適用されることができ、３Ｄ映像にもそのまま適用されることができるし
、図１１の構造にもそのまま適用されることができる。
【０１０７】
　すなわち、本発明の帽子は、ひさしのついた帽子またはひさしだけある構造が、既存の
ヘルメット、作業帽、スポーツ帽子など、あらゆる帽子と結合したり分離できるように使
うことができる。
【０１０８】
　また、このような構造は、必要に応じて片目構造で片目だけに見えるようにすることが
できる。この場合、一方の目は映像情報を観測し、他方の目は移動時の外部環境を観測す
ることで、映像情報と移動時の外部情報を同時に観測することができる。
【０１０９】
　このような本発明の帽子１構造は、ひさし２のついた軍事用鉄帽、スポーツ帽子、安全
帽、各種交通手段として運転時に被るヘルメットなど、あらゆる帽子に適用されることが
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できる。
【０１１０】
　特に、図１１、図１３のように、ひさし２構造の裏面にベルト形式に構成して頭に使う
か、または既存帽子１に結合して使うことができる。
【０１１１】
　また、上記のような図２、図３、図４、図５、図７、図９、図１１、図１２、図１３、
図１４、図１５の構造は、両目の観測構造から片目観測構造まで兼用で構成することがで
きる。
【０１１２】
　また、上記で記述された図２、図３、図４、図５、図９、図１１、図１２、図１３、図
１４、図１５の映像ディスプレー３ｂや、挿脱溝３ｇに挿脱されるスマートフォンまたは
小型タブレットＰＣまたは無眼鏡立体モニターは、いずれも映像を提供する映像ディスプ
レー３ｂと同じ論理である。
【０１１３】
　したがって、このような本発明の構造的特徴は次のとおりである。
　ひさしのついた帽子１のひさし２の上面部には、装着ホール４、映像ディスプレー３ｂ
または映像ディスプレー３ｂを挿脱できる挿脱溝３ｇを備え、
　上記ひさし２部分の一部を開放し、映像窓２ａを備えて偏光板３ｈまたは接眼レンズ６
を備えるし、
　上記ひさし２の下部には、回転できる反射鏡３または一部は透過し、一部は反射する半
透過反射鏡３ｃ、または球面型半透過反射鏡３ｄの中で選択して構成することを共通の特
徴とする。
【０１１４】
　ひさしのついた帽子１、またはひさし２の一方には、位置追跡装置５とイヤホンなどを
連結することができるスピーカー７と携帯用コンピューター、スマートフォンまたはタブ
レットＰＣなどを外部で連結する小型コンピューターなどを映像ディスプレー装置３ｂと
連結して構成することが特徴であり、スマートフォン、タブレットＰＣのような薄膜の小
型映像ディスプレー無眼鏡薄膜映像ディスプレーなどを挿入して分離することができる。
【０１１５】
　このような本発明は、上記で説明したように、ひさし２の構造を基本にして、ひさし２
の一面に孔を開けて映像窓２ａを形成し、映像窓２ａの上面、すなわち、ひさしの上面に
映像ディスプレー３ｂなどを備えることができる装着ホール４を備え、その形態または映
像の光学的光路に沿って必要な位置に反射鏡３を備え、必要に応じて必要な位置に接眼レ
ンズ６を構成する。
【０１１６】
　また、ひさし２の下部、すなわち、使用者１００の目の前面に位置する反射鏡３、半透
過反射鏡３ｃ、球面型半透過反射鏡３ｄの中で一つを選択して備える。
【０１１７】
　また、３Ｄ立体及び２Ｄ映像をいずれも使うことができる。
【０１１８】
　上記のように、本発明の構造はひさし２の構造に基き、その上下面に映像装置を備える
ことで、使用者１００は両手が自由な状態で様々な作業ができたり、またはコンピュータ
ー作動など機器の作動を同時に行うことができるので、必要に応じて提供される３Ｄ、２
Ｄの映像ディスプレー映像と同時に外部情景も一緒に視聴することができるため、移動時
に使用者１００の安全と自由な機器作動が可能である。
【０１１９】
　また、実際試験結果、従来のヘッドマウントディスプレーのように映像ディスプレーの
荷重が目の前に傾いて首の骨に荷重を与えることと違い、首の骨では従来の１/５以下の
重さだけ作用するなど、帽子の構造によってその重さを頭全体に分散させるので、首の骨
の負傷を防止する效果も大きい。
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【０１２０】
　また、ひさし２の構造は、観測者１００の目の前面に位置する構造であるため、映像の
視聴方向と視野の視覚方向が一致する。
【０１２１】
　映像ディスプレーが備えられた帽子１構造は、両手が自由になるので仮想現実、運転の
仮想訓練、ゲーム装置など、使用上の活用性が多様に使われる。
【０１２２】
　また、使用者が移動しながら安全性が確保される。すなわち、反射鏡３が回転するよう
に構成したり、半透過反射鏡３ｃを通してディスプレー映像と外部全景を同時に観測する
ことができるので、従来の外部視野が完全に遮られる既存のディスプレーと比べて安全性
が確保され、外部の全景とこれに係る映像情報を同時に観測するようになることで、その
活用性が倍になる。
【０１２３】
　さらに、携帯用コンピューター、スマートフォンまたはタブレットＰＣなどをそのまま
取り付けて使い、分離することができるし、望遠カメラ、赤外線カメラの結合が可能であ
り、一般小型カメラ構造を結合することができるので、経済性、実用性がとても高い。
【符号の説明】
【０１２４】
　１　帽子、２　ひさし、２ａ　映像窓、３　反射鏡、３ａ　立体モニター、３ｂ　映像
ディスプレー、３ｃ　半透過反射鏡、３ｄ　球面型半透過反射鏡、３ｅ　小型プロジェク
ター、３ｆ　映写用反射スクリーン、３ｇ　挿脱溝、３ｈ　偏光板、３ｉ　偏光メガネ、
４　装着ホール、５　位置追跡装置、６　接眼レンズ、６ａ　拡大レンズ、７　スピーカ
ー、８　携帯用コンピューター。

【図１】

【図２】

【図３】



(14) JP 6978192 B2 2021.12.8

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】

【図８】



(15) JP 6978192 B2 2021.12.8

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】

【図１５】



(16) JP 6978192 B2 2021.12.8

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100179914
            弁理士　光永　和宏
(74)代理人  100179936
            弁理士　金山　明日香
(72)発明者  ヘ－ヨン・チョイ
            大韓民国、ソウル、チュンナン－ク、チュンナンチェオン－ロ　２８６、アイ－パーク・アパート
            メント　１０８ドン　３０１ホ

    審査官  冨江　耕太郎

(56)参考文献  中国特許出願公開第１０３３４５０６４（ＣＮ，Ａ）　　　
              特開平１１－３２７７５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－１０６９１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－１７８６８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６３－２９４１８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２７９８８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              中国実用新案第２０３７８６３９１（ＣＮ，Ｕ）　　　
              中国実用新案第２０３７８６３９２（ＣＮ，Ｕ）　　　
              登録実用新案第３１８３２２８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              国際公開第２０１５／１７２９８８（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４２Ｂ１／００－７／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

